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AI が予測したトランプ就任演説の答え合わせ 

～予測と現実のギャップから考える AI の推論能力～ 

 ライフデザイン研究部 主席研究員/テクノロジーリサーチャー 柏村 祐 

 

1.AI予測、その精度を検証 

先に公開した拙稿「AI が予測！トランプ新大統領の就任演説」（注 1）では、最新

の AI 技術を用いてトランプ大統領の就任演説を予測し、その内容を詳細に分析した。

本稿は、この予測レポートの成果を踏まえ、AI が政治分野のテキストをどの程度正確

に理解し、さらに未来の出来事を予測できるのかを検証する試みである。 

AI 技術の進化は目覚ましく、政治や経済の分野においても、その予測能力への期待

は急速に高まりを見せている。実際に、AI は大量の過去データやテキストパターンを

学習し、未来の動向を推定する取り組みに広く活用され始めている。本稿では、事前

に AI が生成した“トランプ大統領の就任演説”の予測案と、実際に行われた就任演

説を詳細に比較し、AI による推論の正確性や限界を探る。特に、複雑な文脈や政治的

意図が含まれるテキストを AI がどの程度理解しているのか、そしてその理解にもと

づいて将来の出来事を予測する際にどのような特徴が見られるのかについて、具体的

な事例とともに分析することを目的とする。 

こうした比較検証を通じて、AI が得意とする点と苦手とする点を明らかにし、今後

の AI 技術のさらなる発展と活用に向けた示唆を得る。 

 

2.AI 予測、限界は何？  

本節では、AI が予測したトランプ大統領の就任演説の内容が、実際に 2025 年 1 月

20 日に行われた演説とどれほど一致していたのかを検証する。AI の推論能力を評価

するために、予測された演説内容と実際の演説内容を AI に読み込ませ、その上で AI

自身に３つの質問を投げかけ、その回答を詳細に分析する。この検証プロセスを通じ

て、AI が政治演説という複雑なテキストを解析し、その内容を予測する能力の限界と、

今後の可能性について考察を深める。 

まず、検証の第一段階として、AI に対して「AI の予測と、実際のトランプ大統領の

演説で、一番【ギャップ】があったところはどこですか？それは具体的にどのような

点ですか？」と質問した。AI は、予測演説と実際の演説内容を比較分析し、両者の最

大の差異として「具体的な政策提案の有無と、それに伴う演説のトーンと焦点」を指

摘した（図表 1）。AI の分析によれば、予測演説は政策の具体性に重点を置き、パナ

マ運河の管理権、グリーンランドの購入、カナダの編入といった具体的な政策目標を

提示し、経済政策においても高関税やユニバーサル・ベースライン関税など、詳細な
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政策手段を予測していた。また、演説のトーンも強硬で、「威嚇外交」や過激な表現

の使用を予測していた。 

対照的に、実際の演説は、政策の具体性よりも抽象的なテーマと感情的な訴求に重

点を置いていたと AI は分析する。「アメリカ第一」、「主権の回復」、「安全の回復」

といった抽象的なテーマが中心となり、具体的な政策の詳細はほとんど語られず、焦

点はむしろ国内問題、たとえば国境危機やインフレ、エネルギー問題などに当てられ

ていた。また、実際の演説のトーンは感情的であり、「解放の日」や「暗殺未遂」と

いった言葉を用いて支持層に訴えかける一方で、表現自体は予測されたよりも穏当で

あったと AI は評価した。 

AI のこの分析は、予測演説が政策の具体性と強硬姿勢を過度に強調したのに対し、

実際の演説はより広範な国民に向けたメッセージとして、感情的な共感と抽象的な目

標を重視したという、両者の明確な差異を捉えている。このギャップは、AI が過去の

データから政策的な側面を重視する傾向を学習した結果である可能性を示唆しており、

就任演説という特別な場における、より複雑な政治的意図や聴衆への訴求という要素

の理解が、AI にとって今後の課題であることを示唆している。 
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図表 1 AI 予測と実際のトランプ大統領就任演説の比較 
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資料：Google AI Studio より筆者作成 

 

次に、検証の第二段階として、AI に「AI が予測できなかった【一番の理由】は何だ

と思いますか？ もし人間だったら、その理由をどのように説明しますか？」と質問

した。この質問に対し、AI は予測が不正確であった最大の理由として「就任演説とい

うものの本質、特にその『政治的な文脈』と『感情的な役割』を深く理解することが

AI には難しかった」と自己分析した（図表 2）。 

AI は、人間がこの理由を説明する場合の例として、「AI は政策秘書のように論理的

な演説は作れるが、就任演説は政策発表の場ではなく、国民統合のための儀式であり、

大統領は国民に大きな方向性や価値観を示す必要がある。AI は過去のデータから政策

や言葉遣いは学習できるが、就任演説という特別な場で、大統領が国民に届けたいメ

ッセージや感情的なニュアンスを読み取るのは難しい」と説明するであろうと述べた。 

さらに、AI は「料理のレシピ」を例えに用い、AI は言葉のレシピは作れても、その

言葉がもつ政治的な意味合いや人々の感情に与える影響までは十分に理解できないと、

自己の限界を認め、人間との認識の差異を明確に示した。この AI の回答は、就任演説

が単なる情報伝達ではなく、国民の感情に訴えかけ、希望や団結を生み出すための「政

治的な芸術」であることを示唆しており、 AI がその芸術性を理解するためには、さ

らなる進化が必要であることを示唆している。 
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図表 2 AI が予測できなかった理由 

 
資料：Google AI Studio より筆者作成 

 

最後に、検証の第三段階として、AI に「AI が今後、もっと【賢く】なって、より正

確な予測をするためには、どんな情報や学習が必要だと思いますか？ 具体的に教え

てください」と問いかけた。AI は、今後の進化に必要な要素を段階的に提示し、より

多様で質の高いデータの学習、文脈理解と意図推論能力の向上、そして人間との協調

とフィードバックループの構築という３つの方向性を提示した（図表 3）。データ学
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習においては、就任演説以外の多様な演説データ、他国首脳の演説データ、演説の成

功・失敗事例、そして演説作成の背景情報など、多角的なデータソースの拡充を提案

した。 

文脈理解と意図推論能力の向上については、政治学や心理学の知識、政策立案プロ

セスの学習、過去の政権運営分析、聴衆の感情分析、意図推論モデルの開発など、よ

り高度な情報処理能力の必要性を指摘した。そして、人間との協調については、政治・

演説専門家との連携、専門家による予測評価、人間と AI の共同作業、予測と実際の結

果の比較によるフィードバックループの構築など、AI 単独での予測の限界を補完する

ための人間との協調の重要性を強調した。 

 

図表 3 AI の予測精度を高めるための 3 段階 
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資料：Google AI Studio より筆者作成 

 

これらの AI の提案は、今後 AI が政治テキストの予測精度を高めるための具体的な

方向性を示すものであり、AI 自身が技術的な課題と、それを克服するための道筋を認

識していることを示している。本節の検証を通じて、AI は政治演説の予測において、

政策の具体性という側面では一定の能力を示す一方で、演説の背後にある政治的な文

脈や感情的な役割の理解、そして聴衆への訴求といった、より複雑な要素の把握には

課題が残ることが明らかになった。 

 

3.AIと人間、協調の新地平 

本稿では、AIによるトランプ大統領の就任演説予測とその検証を通じて、AIの政治

テキスト分析能力の特性と限界を明らかにした。 

検証結果から、AIの政治テキスト分析における能力は以下の 2 つに大別されること

が判明した。まず、AIは政策内容の具体的な分析において優れた能力を発揮する。具

体的には、過去の政策文書や発言から、一貫した政策的立場や主張を抽出できる。ま
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た、大量のテキストデータから、政策の重点分野や優先順位を特定でき、政策間の関

連性や矛盾点を効率的に検出できる。 

一方で、AIには明確な限界が存在する。就任演説特有の「国民統合」や「希望の表

明」といった政治的文脈の理解が困難であり、聴衆の感情に訴えかける修辞的要素の

把握が不十分である。さらに、政治的な意図や含意の読み取りにも制約がある。 

 

図表 4 AI 政治テキスト分析の特性と限界 

 
資料：筆者作成 

 

これらの知見は、AIの実践的な活用方法に重要な示唆を与える。まず、政策分析ツ

ールとしての活用が挙げられる。AIは政策文書の客観的分析に長けているため、シン

クタンクや政策研究機関において、政策の整合性チェックや比較分析のツールとして

活用できる。次に、政策立案支援システムとしての活用が考えられる。政策立案者

は、AIを用いて過去の政策事例や効果を効率的に分析し、より確かな根拠にもとづい

た政策立案が可能となる。 

結論として、AIは政治テキストの分析において、政策内容の具体的分析という限定

的な領域で強みを発揮する。一方で、政治的文脈や感情的要素の理解には依然として

大きな課題がある。そのため、AIは人間の政治的判断や意思決定を完全に代替するも

のではなく、むしろ人間の意思決定を支援する補完的ツールとして位置づけられる。

今後は、AIの強みを活かした政策分析支援システムの開発と、人間の政治的判断との

効果的な組み合わせ方の研究が重要となるだろう。 

 

【注釈】 

1) 「AI が予測！トランプ新大統領の就任演説～世界が注目する最優先政策とその影響を徹底

分析～」 
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https://www.dlri.co.jp/report/ld/403945.html  

 


